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テ ー マ                        日 時・対 象 

①  ちびっこあつまれ！川あそび 7月20日(月祝)9:30～11:00 3～6才の幼児と保護者20名（保険代50円） 

②  葉っぱのたたき染めに挑戦           7月24日(金) ９:30～12:00 小学生以上20名 

③  こども地学教室～実物岩石MY図鑑づくり～ 7月25日(土)9:30～11:30小学3年生以上20名 (材料費200円) 

④  親子で水遊び～竹の水でっぽう作り～  7月26日(日) 9:30～12:00 親子30名（保険代50円） 

⑤  水生生物教室                       7月28日(火)  9:30～12:00 小学生20名（保険代50円） 

⑥  こども昆虫教室 (講師： 舘野鴻氏）            7月30日(木)  9:30～11:30 小学生以上30名 

⑦  セミの羽化観察                      8月1日(土)  18:30～20:30 どなたでも30名 

⑧  クモのふしぎ大発見！～はじめてのクモ観察～(講師：谷川明男氏） 8月2日(日) 9:30～11:30 小学生以上20名 

⑨  ナイトウォッチング～夜の森探検～               8月8日(土) 18:30～20:30 小学生以上30名 

⑩  バイオミメティクス入門～生物の知恵を学ぼう～(講師：山﨑英数氏）  8月9日(日)9:30～11:30小学4年生以上20名 
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りませんが、黄色いものに嗜好性があって、黄色い

台紙によく集まるんだそうです。神奈川県では、神

奈川県農業技術センターから防除情報(病害虫情報 

号外 第8号)(令和8年1月20日)が発出され、被害

および発生過程、防除対策について報告がされてい

ます。チュウゴクアミガサハゴロモは、現在のとこ

ろ環境省が定める「特定外来生物」には指定されて

いませんが、その繁殖力の強さや 

果樹などに対する被害も出始めて 

いることから、近い将来指定され 

るのではないでしょうか。皆さん 

のご家庭の庭木でもこの昆虫の防 

除をお願いいたします。 

 

 

 

☆６月の活動 （参加者 : 延べ 50名） 

定例会 : 1回目は、6月の台風で倒れた木の処理

を行いました。広場で折れた大木の枝葉や幹を運

ぶ重労働となりましたが、お陰様で何事もなかっ

たかのように片付きました。セブンイレブン記念

財団の助成金で購入した電動運搬機が大活躍！

雨の季節を前に、水路の泥出しもして、家の周りの

排水を整えました。 

2回目は、毎年恒例のヤマビルおとり調査。い

つもは怖がる皆さんも、今日は捕まえてやる

ぞ！と攻めの姿勢。昨年は 1匹しか捕れませんで

したが、今年はシカの通り道の調査地を追加した

せいか 16匹も捕獲。ドキドキ体験でした。 

花壇の会 ： 花壇の草取りと、台風で落ちた枝の片

付けを行いました。花壇に大きな被害は無く、ほっ

としました。 

とんぼのせせらぎ  

： 雨の為中止でした。 

☆これからの活動 

定例会 ： 7/16(木)  

※8月はお休みです。 

花壇の会 ： 8/７(金) 

※早朝草取りです。 

とんぼのせせらぎ ： 7/23(木)、8/27(木) 

行事のお申込み・お問い合わせは 

電話・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp 

７月の休館日 
６日、１３日、 

２１日、２２日、２７日 

8月の休館日 

３日、１０日、１２日、１７日、２４日、３１日 

先月くらいから、Web サイトに「“白いフワフワと

したものをお尻に付けた虫”がいるんですがこの虫は

何でしょうか？」というような書き込みが多く見られ

るようになりました。お尻に羽根を付けてサンバカー

ニバルで踊っているようなこの虫は、外来種「チュウ

ゴクアミガサハゴロモ」の幼虫です。 

今は越冬後孵化をした幼虫が、たくさん枝に付いて

いる様子が皆さんの目にとまっているようです。葛葉

緑地では昨年秋にこの虫の産卵痕に気付き、春の大量

発生を懸念して、産卵痕のある枝を目に付く限り徹底

的に取り除くように心掛け、卵の駆除を実施しました。

しかし、全ての駆除は不可能だったようで、枝の目立

つ所や、吊り橋の欄干などでも、この幼虫が観察され

ています。先日はくずはの家の職員が羽化直後成虫を

見つけ写真を撮影しました。羽化したばかりの成虫は、

乳灰色の薄いグレーの翅(はね)で、美しさも感じまし

た。このあと翅には生化学的な反応が起こり、硬化着

色して、チョコレート色の翅になります。 

この昆虫は日本では年２化性であること(１年に２

回成虫が発生する)が知られていて(お隣の韓国では年

１化だということです)、４月後半から５月に孵化した

卵からは、初夏(６月～７月)に第一世代の成虫が羽化

します。この第一世代の成虫が産んだ卵からは、９月

～１２月に第二世代の成虫が生まれます。この成虫は

細い枝を好んで産卵し、枝先に傷を付けて休眠卵を産

んだのち、腹端からロウ物質を出して白いフワフワが

付いた越冬卵塊ができます。昨年末はこの段階で大量

の卵塊が確認され、今年の大発生が予想されました。 

たくさんの幼虫や成虫が枝先から吸汁することで、

枝が枯れたり、ブルーベリーなどでは果実に栄養が行

かなくなったりして実りが悪くなります。また、アブ

ラムシと同じで、吸汁したあとの排泄物(糖分を多く含

むので甘露と言います)に黒いカビが生え、植物にすす

病と呼ばれる病気を発生させます。葉にすす病が発生

すると、光合成が阻害されて樹勢が弱ってしまいます。 

動画サイトを見てみると多くの人たちが、この虫の

対策に取り組んでいるようです。白い幼虫は一見のろ

まそうに見えますが、実はジャンプ力に優れ、捕まえ

ようとするとピョンと跳んで逃げてしまいます。そこ

で片手にラケット型の電撃ショッカーを構え、もう一

イシクラゲ 

★定員に達しなかった行事は14日(火)以降に電話・メールにて先着順で受け付けます。 

空き状況はホームページをご確認ください。 

参加者の声 

6/13（土） 「環境DNA講座」 （25人） 

・環境DNA は初めて知りました。DNA で生

き物の種類がわかるなんておどろきです。身近なところに何

が生きているのかが知れるとは!!興味深いです。環境を考える

きっかけになりました。ありがとうございました。 

・環境DNA 採水も手軽で市民参加できる調査だという事が

よく分かった。楽しくできる工夫があると協力者も増えそう。 

６/１４(日) 「自分で調べるヤマビルのひみつ」 （17人） 
 

・目があることをはじめてしった。たのしかった。

ヤマビルのたまご、いがいにきれいだった（こども） 

・ヤマビルについて知識が無く、怖いものでしたが、実験をし

ながら慣れていき、だんだんかわいくなってきました。怖いも

のからおもしろいものになり、見方が変わりました。参加出来

てよかったです。卵がきれいでびっくり!!（大人） 

 

 

参加者の声 
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葛葉川ふるさと峡谷だより くずはの家 夏休み自然教室案内  

今月の話題 「

秦野ガス・ネイチャーパークくずは

ホームページ 
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羽化したばかりの 
チュウゴクアミガサハゴロモ 

細い枝を好んで産卵

し、枝先に傷を付けて

休眠卵を産んだのち、

腹端からロウ物質を

出して白いフワフワ

が付いた越冬卵塊が

できます。昨年末はこ

の段階で大量の卵塊

が確認され、今年の大

発生が予想されまし

た。 

が確認され、今年の大

発生が予想されまし

た。 

たくさんの幼虫や

成虫が枝先から吸汁

することで、枝が枯れ

たり、ブルーベリーな

どでは果実に栄養が

行かなくなったりし

て実りが悪くなりま

す。また、アブラムシ

と同じで、吸汁したあ

との排泄物(糖分を多

く含むので甘露と言

います)に黒いカビが

生え、植物にすす病と

呼ばれる病気を発生

させます。葉にすす病

が発生すると、光合成

が阻害されて樹勢が

弱ってしまいます。 

動画サイトを見て

みると多くの人たち

が、この虫の対策に取

り組んでいるようで

す。白い幼虫は一見の

ろまそうに見えます

が、実はジャンプ力に

優れ、捕まえようとす

るとピョンと跳んで

逃げてしまいます。そ

発生が予想されました。たくさんの幼虫や成虫が枝先か

ら吸汁することで、枝が枯れたり、ブルーベリーなどで

は果実に栄養が行かなくなったりして実りが悪くなり

ます。また、アブラムシと同じで、吸汁したあとの排泄

物(糖分を多く含むので甘露と言います)に黒いカビが

生え、植物にすす病と呼ばれる病気を発生させます。葉

にすす病が発生すると、光合成が阻害されて樹勢が弱っ

てしまいます。 

動画サイトを見てみると多くの人たちが、この虫の対

策に取り組んでいるようです。白い幼虫は一見のろまそ

うに見えますが、実はジャンプ力に優れ、捕まえようと

するとピョンと跳んで逃げてしまいます。そこで片手に

ラケット型の電撃ショッカーを構え、もう一方の手で幼

虫を追い込み、バチバチと駆除する方法や、翅があり飛

んで移動する成虫では、“黄色い”粘着台紙を枝先に吊

り下げ、産卵に飛来する成虫をくっつけて駆除する方法

などいろいろ対策が行われています。なぜか理由は分か

りませんが、黄色いものに嗜好性があって、黄色い台紙

によく集まるんだそうです。 

神奈川県では、神奈川県農業技術センターから防除情

報(病害虫情報 号外 第８号)(令和８年１月 20 日)が発

出され、被害および発生過程、防除対策について報告が

されています。チュウゴクアミガサハゴロモは、現在の

ところ環境省が定める「特定外来生物」には指定されて

いませんが、その繁殖力の強さや果樹などに対する被害

も出始めていることから、近い将来指定されるのではな

いでしょうか。皆さんのご家庭の庭木でもこの昆虫の防

除をお願いいたします。 

 

文：くずはの広場所長 高橋孝洋 

 

行事報告

※昼の行事は小学２年生以下、夜の行事は小学生以下保護者同伴 

電動運搬機のお披露目 

幼虫 

 

メールアドレス 



 

 

  

  

 

  

   

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

ほ
た
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の
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凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

① 

①～⑬には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

◇コブシ 

◇◆ヒノキ 

◇アブラチャン 

◇ヒサカキ 

川原 ○ネズミホソムギ ○ホソムギ 
 

◇アカシデ 

○コウホネ 

◇クマシデ 

ミツバウツギ◇ 

コウヤマキ◇◆ 

◇イヌシデ 

○ホタルブクロ 
◇◆スギ 

◇マユミ 

◇◆アカマツ 

◇◆サワラ 

マメグンバイナズナ◇ 

◇レッドロビン 

アオイスミレ◇ 

◇アオキ 

◇ツノハシバミ 

○ツメクサ 

△アオギリ 

○ナンキンハゼ 

くずはの広場トピックス 
エゴノネコアシ…６月１０日 

エゴノキに、緑色をした小さいバナナ

の房のような形の虫こぶ(エゴノネコア

シ)ができています。枝先の芽でエゴノ

ネコアシアブラムシが吸汁すると芽が

変形し、虫こぶができます。この後アブ

ラムシは、夏にはイネ科のアシボソに移

り、秋にまたエゴノキに帰って来ます。 

ツマミタケ…６月２９日 

どんぐり山で不思議なきのこを発見。卵

のような白い塊から、とんがった鳥のく

ちばしのようなものが顔を出していま

す。その後、ぐんぐん伸びてスッポンタ

ケのような形をした頭の先がとがった

きのこに成長しました。専門家に問い合

わせたところ、ツマミタケというめずら

しいきのこであることがわかりました。

きのこの世界もおもしろい！ 

 

◇ウラゲエンコウカエデ 

◇カシワ 

フサザクラ◇ 

◇ハナユズ 

△ホドイモ 

◇ランヨウアオイ 

◇サラサウツギ 

○ヒメジョオン 

◇イボタノキ 

シュンラン◇ 

キリ◇ 

ママコノシリヌグイ○ 

◇ヤブツバキ 

◆オヤブジラミ 

◇カキノキ 

サンシュユ◇ 

◇ハラン 

○ハキダメギク 
△シュロソウ 

○ノゲシ 

ヨウシュヤマゴボウ○
▲ 

カラスザンショウ◇ 

ナガバハエドクソウ◇ 

◇コゴメウツギ 

◇ムクノキ 

○ナンテン 

アカショウマ◇ 

◇ケンポナシ 

ハンノキ◇ 

クサノオウ○ 

◇ハナイカダ 

フシゲチガヤ◆ 

◇ホウチャクソウ 

◇クヌギ 

◇ツリバナ 

オオモミジ◇ 

ソシンロウバイ◇ 

◇オカウコギ 

○センリョウ 

○シロツメクサ 

ニシキギ◇ 

◆ロウバイ 

ヤマグワ◆ 

○ナガバジャノヒゲ 

２０２６年６月２９日調べ 

日調べ 

ほたるの里  

駐車場  

金毘羅宮  

△コヤブタバコ 

○ハナタデ 

○コムラサキ 

◇オニグルミ 

サンザシ◇ 

◇トウカエデ 

◇イヌツゲ 

ガマズミ◇ 

○ネムノキ 

○ガクアジサイ 

ムクロジ○ 

クサイ◇ 
○イヌガラシ 

◇ウシハコベ 

セリ○ 

◇サルナシ 

フタリシズカ◇ 

○ヤブコウジ 

ウラジロチチコグサ◆ 

ヤマ 
タツナミソウ◇ 

キツリフネ△ 

◇キツネノボタン 

△ヒヨドリバナ 

ボダイジュ◇ 

△エビヅル 

◇タイサンボク 

イヌガヤ◇ 

タチツボスミレ◇ 

◇ユズ 

◎コバノカモメヅル 

マツカゼソウ△ 

○コウゾリナ 

○ワルナスビ 

カタバミ○ 
スズメノカタビラ● 

ヘビイチゴ◆ 

⑬ 

⑫ 
ミゾホオズキ○ ○イヌゴマ 

◇ミミナグサ 

ミミガタテンナンショウ◇ 

ノコンギク△ 

○ムラサキツメクサ 

○ハハコグサ 

○ヤマハッカ 

ダイコンソウ● 

○オッタチカタバミ 

ネジバナ○ 

◇アオハダ 

◇ハクウンボク 

○コマツヨイグサ 

△カリガネソウ 

◇エノキ 

◇マルバウツギ 

▲クマヤナギ 

◇ケヤキ 

○ツユクサ 

△トウネズミモチ 
◇エンコウカエデ 

○オオチドメ 

イヌトウバナ△ 

ウワミズザクラ◇ 

ヤブニッケイ● 

△モミジガサ 

◇ヤマブキ 

ヤブニンジン◆ 

○エゾタチカタバミ 

◇ツルマサキ 

ドクダミ◇ 

ムラサキシキブ◇ 

△キッコウハグマ 

◇オニマタタビ 

ミゾソバ△ 

ハンゲショウ◎ 

ネズミモチ◇ 

ミズヒキ○ 

シオデ◇ 

◆ヤブヘビイチゴ 

○トウバナ 

◇チドメグサ 
○オオバギボウシ 

モクゲンジ○ 

◇サンショウ 

◇ユウゲショウ 

ミズナラ◇ 

クマノミズキ◇ 

△ヤブミョウガ 

ノビル◆ 

ハコネウツギ◇ 

タニウツギ◇ 

◇クリ 

◇ノブドウ 

○ニワゼキショウ 
◇クスノキ 

◇ユズリハ 

ヤマユリ○ 

◇ゴンズイ 

○アジサイ 

◇ウツギ 

◇イチヤクソウ 

フッキソウ△ 

◇ヤマボウシ 

◇ヤマハゼ 

◇オカタツナミソウ 

◇カヤ 

オオバコ◇ 

アマドコロ◇ 

◇コナラ 

◆アオカモジグサ 

◇カマツカ 

◆カモジグサ 

●サカキ 

○コナスビ 

◇ミツデカエデ 

◇エゴノキ 

◇キツネガヤ 

○リョウブ 

イロハモミジ◇ 

◇コマユミ 

シュロ◇ 

◇ヤマコウバシ 

◇ヤブタビラコ 

キハギ○ 

◇ギンレイカ 

オオバウマノスズクサ◇ 
サルトリイバラ◇ 

○アキノタムラソウ 

○カラスビシャク 

△ウバユリ 

▲タケニグサ 

イヌショウマ△ 

ミツバ○ △ヘクソカズラ 

◇ミズキ 

アカメガシワ◇ 

◇センダン  

倒木通行止

め 

○ヤマカモジグサ 

◇エノコログサ 

その他の仲間 
ヘビトンボ 

マダラスズ 

 

 

ハチ・アブ・ハエの仲間 
オオスズメバチ 

コガタスズメバチ 

キイロスズメバチ 

コマルハナバチ 

キオビツチバチ 

トンボの仲間 
オオシオカラトンボ 

コヤマトンボ 

ウスバキトンボ 

ミヤマカワトンボ 

ハグロトンボ 

 

 

 

カメムシの仲間 
ヘリカメムシ 

ホソハリカメムシ 

タデマルカメムシ 

マルカメムシ 

チュウゴクアミガサハゴロモ（幼虫、成虫） 

 

エビイロカメムシ 

クサギカメムシ 

タケウチトゲアワフキ 

 

キタキチョウ 

モンキチョウ 

スジグロシロチョウの仲間 

キマダラセセリ 

ウスイロギンモンシャチホコ 

ホタルガ 

チョウ・ガの仲間 
アサギマダラ 

アオスジアゲハ 

ヒメアカタテハ 

ヒメジャノメ 

ツバメシジミ 

ベニシジミ 

ヤマトシジミ 

アカシジミ 

ミズイロオナガシジミ 

ルリシジミ 

ウラギンシジミ 

 

カブトムシの仲間 

カブトムシ 

ノコギリクワガタ 

コクワガタ 

シロテンナガタマムシ 

ルリボシカミキリ 

アオオサムシ 

カナブン 

コアオハナムグリ 

セマダラコガネ 

アオオサムシ 

キマワリ 

 

キマワリ 

サビキコリ 

アトボシアオゴミムシ 

ヒメクロオトシブミ 

カシルリオトシブミ 

ブチヒゲケブカハムシ 

クロウリハムシ 

シロコブゾウムシ 

アミダテントウ（幼虫） 

クズクビボソハムシ 

 

６月の昆虫 
（６月１日～６月３０日調べ） 

６月の野鳥 

（６月１日～６月３０日調べ） 

１、カルガモ 

２、キジバト 

３、アオバト 

４、トビ 

５、ツミ 

６、カワセミ 

７、コゲラ 

８、アオゲラ 

９、リュウキュウサンショウクイ 

１０、ハシボソガラス 

１１、ハシブトガラス 

１２、ヤマガラ 

１３、シジュウカラ 

１４、ツバメ 

１５、イワツバメ 

１６、ヒヨドリ 

１７、ウグイス 

１８、エナガ 

１９、メジロ 

２０、ムクドリ 

２１、キビタキ 

２２、スズメ 

２３、キセキレイ 

２４、セグロセキレイ 

２５、イカル 

２６、コジュケイ 

２７、ガビチョウ 

 

ホタルガ 

カノコガ 

 

アカシジミ 

ツマミタケの幼菌 

◇アワブキ 

コミカンソウ○ 

コニシキソウ○ 

 ピックアップ 


